
北駅前広場のレイアウト検討に向けて

平成21年４月１0日

第４回 姫路駅北駅前広場整備推進会議

資料４
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他都市の事例

第１章
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高知駅北口・南口広場 出典：高知市資料

北口駅前広場
面積:4,400㎡

南口駅前広場
面積：9,200㎡

北ファサード

南ファサード

自転車駐車場
一般車プール

タクシー、一般車
乗降場

バス
乗降場

土佐電鉄高知駅前駅
タクシー、一般車乗降場
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岐阜駅北口広場 出典：岐阜市資料

面積：26,500㎡

エレベーター

中央広場 バス乗降場

タクシー乗降場

自転車駐車場
自家用車整理場

デッキ広場

駅西デッキ広場

中央広場

歩行者用デッキと大屋根
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金沢駅東広場 出典：金沢市・石川県資料

地上広場面積：19,400㎡

地下広場面積
：10,550㎡

全景

もてなしドーム 鼓門

もてなし
ドーム

鼓門

タクシー、
一般車乗降場
タクシープール、
一般車駐車場

バス乗降場

バス乗降場バス乗降場
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面積：30,800㎡

鹿児島中央駅東口駅前広場

イメージパース

地下平面図

地下通路西鹿児島駅舎前

駅ビルと観覧車

タクシー、
一般車乗降場
タクシープール、
一般車駐車場

バス乗降場

市電駅

出典：鹿児島市資料



レイアウト検討の進め方

第２章
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レイアウト検討フロー
確保する空間

配置する区域

（都）北駅前広場
12街区の利用
大手前通りの活用 等

土地の担保
整備財源の確保 等

便利で安全な歩行者空間
・便利でわかりやすい機能配置
・歩行者優先で安全安心な動線

シンボル景観・姫路らしさ演出
・城への眺望確保
・城への序章空間演出

くつろぎ空間の創出
にぎわい空間の創出

空間デザインの考え方（広場の空間形成に関する基本的な考え方）

レイアウト決定

歩行者動線
・ﾙｰﾄ、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

乗降場
・ﾊﾞｰｽ数、配置

眺望施設
・場所、規模

ｼﾝﾎﾞﾙ・ﾓﾆｭﾒﾝﾄ
・在り方、場所、規模

くつろぎ空間
・利用ｲﾒｰｼﾞ、規模、配置

にぎわい空間
・利用ｲﾒｰｼﾞ、規模、配置

関係法令、駅前広場の計画指針、技術的な設計諸元 等

各種団体・ｼｬﾚｯﾄﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ提案、市民意見 等
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レイアウト検討対象地の優先順位

駅前広場の
都市計画決定区域

将来にわたっ
ての骨格とな

る施設

時代の変化にあわせて
柔軟に対応すべき施設

基礎的な施設

他の区域で補完できる
施設

付加価値的な
施設

周辺の土地

周辺の道路

周辺の土地

周辺の道路
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時
期

内
容

と
り
ま
と
め

区域外の検討

検

証

レ
イ
ア
ウ
ト
の
決
定

各
種
案
の
検
証

各
種
団
体
か
ら
の
提
案

条
件
の
整
理
な
ど

関
係
法
令
、
駅
前
広
場
の
計
画
指
針
、

技
術
的
な
設
計
諸
元

等

第４回
（４/10）

第６回
（６月）

第７回
（７月）

第８回
（８月）

第５回
（５/８）

会議のスケジュール

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の

配
置
例
（
姫
路
市
案
）

便
利
で
安
全
な
歩
行
者
空
間

シ
ン
ボ
ル
景
観
と
姫
路
ら
し
い
空
間

く
つ
ろ
ぎ
・
に
ぎ
わ
い
空
間



レイアウト検討の前提条件

第３章
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駅前広場の関係法令

都市計画法第11条に規定する「都市施設」である「都市計画道路」の一部

道路交通法
道路における危険を防止し、その他交通の安全と円滑を図り、及び道路の交通に起
因する障害の防止。
・歩行者、車両等の交通方法、運転者等の義務、道路における禁止行為 等

道路構造令
道路を新設し、又は改築する場合における道路の構造の一般的技術的基準。
・設計車両の諸元（大きさ）、道路幅員、車線数、回転半径 等

条例（予定）
関係法令に違反しない範囲で、公の施設である「駅前広場」の設置及び管理に関し
て必要な事項を定める。
・設置目的、管理方法、利用等について議会の議決を経て制定

北駅前広場は大手前通り（都市計画道路駅前幹線）の一部

関係法令
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駅前広場の基本的な空間構成

交通広場は鉄道利用者のバスへの乗換えなどのターミナル交通を処理する「交通空間」とし
ての役割と、買物客や待合せなどの人々の交流や都市景観を形づくるなどの「環境空間」と
しての役割を担っている。

出典：駅前広場設計指針（社団法人日本交通計画協会）

都市の広場機能 市街地拠点機能（都市拠点の形成）

交流機能（憩い・集い・語らいの中心）

景観機能（都市の顔としての景観形成）

サービス機能（公的サービス、情報の提供）

防災機能（防災活動拠点）

（環境空間）

交通結節機能駅前広場
（交通空間）

バス、タクシー、自家用車乗降場 等

姫路駅北駅前広場（姫路市案）

環境空間

交通空間

駅ビル
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駅前広場の面積算定の考え方

出典：駅前広場設計指針（社団法人日本交通計画協会）

◆現況の交通空間

広場利用者実態調査 鉄道乗降客調査

施設別の現況調査
・バス・タクシー・自家用車のバース数

環境空間

配慮すべき事項
・都市や交通体系からみた駅の位置づけ
・駅周辺の土地利用
・自然条件などの地域性、都市の歴史性や独自性

交通空間

＞
北駅前広場

現況サービス水準

＋

都市計画駅前広場

◆将来予測に基づく交通空間

鉄道利用者 非鉄道利用者

施設別の駅前広場利用者の予測
・鉄道、バス、タクシー、自家用車、歩行者
など施設別利用者の予測
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西
側
自
由
通
路

東
側
自
由
通
路

中
央
コ
ン
コ
ー
ス

中
央
コ
ン
コ
ー
ス

駅前広場周辺の土地

H23年度末までは、バスターミナルとして利用す
るとともに、工事期間中についても利用。

旧市バスターミナル
（約800㎡）

鉄運機構
（約1,750㎡）

12街区
（全体約2,800㎡）

仮換地
未指定

土地は市が一時取得（H21年度）し、
１階部分を自家用車乗降場で使う等の条件を付けて、
民間事業者に売却する計画。

大
手
前
通
り

新駅ビル用地の1階の一部（約1,200㎡）を、
都市計画交通広場で計画決定（H20.12）。
歩行者通路として駅広と一体的に整備する。

(都)駅前広場（16,100㎡）



山陽姫路駅

ＪＲ姫路駅

ﾀｸｼｰ降車

ﾀｸｼｰ乗車

自家用車乗降 3

自家用車乗降 6
（短時間 16）

16

北駅前広場周辺の乗降場の現況
バス タクシー 自家用車

乗降場（バース） 乗車１９、降車８ 乗車３、降車３ 乗降９

駐車スペース（台） １６ ７０ １６

ﾀｸｼｰ乗車 ３
（駐車スペース 70）

ﾀｸｼｰ降車 ３

神姫ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ 11

（駐車スペース 11）

バス降車 8

バス乗車 2

バス乗車 1

バス乗車 1

バス乗車 1

旧市営ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ 3

（駐車スペース 5）

自家用車乗降
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交通空間の計画指針と技術的な諸元

設計車輌による軌跡の検証

設計車輌の諸元 （路線バスの車輌）
⇒長さ10.5m、幅2.5m、最小回転半径8.3m

設計車輌の諸元（道路構造令）
⇒長さ4.7m、幅1.7m、最小回転半径6m

バス乗降場

タクシー・一般車乗降場

設計諸元⇒長さ12m、幅3m、間隔6m

設計諸元⇒長さ5m、幅2.5m、間隔3m

•広場内への通過交通の進入排除
•交通動線の単純化、円滑化、最短化
•人と車の動線の分離（平面交差は極力少なく）

•高齢者などの利用に配慮
•利用者に迂回感を感じさせない線形

等

計画指針（出典：駅前広場設計指針（社団法人日本交通計画協会））

技術的な緒元（姫路市案を計画するにあたって設定した緒元）



デザインコンセプトの配置例について
～姫路市案に当てはめた場合～

第４章
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中
央
コ
ン
コ
ー
ス

西
側
自
由
通
路

東
側
自
由
通
路

観光案内所

周辺との接続点

平面動線

2階動線（デッキ）

地下動線

地下動線（協議中）

「便利で安全な歩行者空間の確保」という考え方から見た姫路市案

乗降場

バス乗降場

タクシー乗降場

自家用車
乗降場

自家用車
乗降場

12街区にある
鉄運機構の用地を活用
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西
側
自
由
通
路

東
側
自
由
通
路

中
央
コ
ン
コ
ー
ス

新幹線ホームから（西） 新幹線ホームから（東）

城への視点場
（平面、デッキ等）

ホームから
城への眺望

「シンボル景観と姫路らしい空間の演出」という考え方から見た姫路市案

城への眺望の確保、視点場の設置

大手前通りと整合・統一した整備

城を感じる優美な現代和風のデザイン

現中央コンコース前から
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西
側
自
由
通
路

東
側
自
由
通
路

中
央
コ
ン
コ
ー
ス

中
央
コ
ン
コ
ー
ス

「くつろぎ・にぎわい空間の確保」という考え方から見た姫路市案

くつろぎ・にぎわい空間の核

イベントも可能な広い歩道（広場）

1,000㎡
（20ｍ×50ｍ）

サンクンガーデン

歩道

歩道

歩道

富山ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾗｻﾞ
約21ｍ×65m＝1,400㎡

恵比寿ｶﾞｰﾃﾞﾝﾌﾟﾚｲｽ ｾﾝﾀｰ広場
約27ｍ×40ｍ＝1,080㎡

大手前通り（歩道）

面積の比較例：

整備ｲﾒｰｼﾞ

整備ｲﾒｰｼﾞ
整備ｲﾒｰｼﾞ



意見交換
各種案の検証

デザインコンセプトの
配置例（姫路市案）
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今後の進め方について

レイアウト決定

今
回

次
回
以
降

とりまとめ

☆便利で安全な歩行者空間の確保
☆シンボル景観と姫路らしい空間の演出
☆くつろぎ・にぎわい空間の創出

周辺施設の活用等
☆１２街区の利用
☆大手前通りの活用
☆整備財源の確保など

推進会議での意見

条件の整理など

関係法令、駅前広場の計画指針、技術的な設計諸元等

各種団体等からの提案


